
 

 

 

 

 

 

 

 

明姫幹線南地区まちづくり協議会会員の皆様へ 
  

向春のみぎり皆様にはますますご清祥

のこととお喜び申し上げます。 

 平素は本会の運営ならびに推進事業に

つきまして格別のご支援ご協力を賜わり

誠に有難うございます。 

 さて、昨年未の総選挙の結果、自民党

の圧勝により安倍内閣が誕生し、日本国

の再生が微動ながら稼働し始め、特に経

済復興の重点施策として、デフレ、円高

の脱却を目指した、アベノミクスが各方

面で話題となっている今日この頃です。

これを機に、高砂市総合計画の一環とし 

てのまちづくり推進事業を、大いに発展させるべく今年がチャンス到来の時期ではない

でしょうか。 

 つきましては、当協議会が創設されてから十数余年が経過しており、会員の高齢化と

担い手の不足等による農地利用変更（資材置場）が増加している現状を考慮し、さらに

過去の経緯の反省とややマンネリ傾向にある現況の活動状況を好転させるために、今後

の課題、指針について来年度中にアンケート調査を実施いたしますので、ご協力のほど

お願い申し上げます。 

明姫幹線南地区まちづくり協議会  会長 田中 義勝 
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みんなのまちづくり 

明姫幹線南地区まちづくり協議会  

会長 田中 義勝 

（広告） 



 
平成 21 年度に、土地利用現況図

を作成してから2年が経過しました。

今年度は、環境管理部会の部会員の

方々が、調整区域を回り、土地利用

の変化の状況を調査し、その資料を

基に平成 25 年 3 月 6 日に高砂市庁

舎において、土地利用別に色塗りを

行い、平成 24 年度土地利用現況図

が完成いたしました。 

これまで 11 種類あった凡例を、 

田と畑、店舗と事務所、駐車場と資材置き場に集約し、7 種類に変更して現況図の作成

を行いました。 

協定の届出は、平成 22 年度は 7件、平成 23 年度は 8件、平成 24 年度は 10 件でした。

住宅等への土地利用の変更が 11 件、駐車場や資材置き場への変更が 9件と、少しずつで

すが農地が少なくなってきています。 

部会員の方々、寒い中の調査、ご苦労様でした。 

作成していただいた地図は、土地利用の現況や土地利用の変化を知るうえで大変貴重

なものとなります。地図は協議会事務局の高砂市まちづくり部まちづくり推進室で保管

しています。閲覧は可能ですので、事務局にてお尋ね下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 地区：田中さん、位田(篤)さん B 地区：位田(貴)さん、柴田さん C 地区：臼井さん、池野さん 

土地利用現況図&作業の様子 



 

 

 平成１５年８月１０日に皆さんの協力を

得て高砂市と締結した明姫幹線南地区まち

づくり協定は、５年目の平成２０年８月９日

に１度見直しております。１０年目となる平

成２５年に、２度目の見直しを行う予定です。

締結から１０年という歳月と、皆さんが取組

んできた周知のための努力や地域の連携で、

まちづくり協定は着実に効果を上げていま

す。今後も引き続き協定を運用していくため

に協定の内容を検討していきたいと思いま

す。皆さんからの意見も募集したいと考えて

いますので、お気づきのことがあれば、協議

会役員又は事務局までご連絡願います。 

 

 

 

 

 

平成25年度は第７回明姫幹線南地区まちづ

くり協議会総会の開催を予定しています。総会

では、皆様の意見を直接役員に届けることので

きる場ですので、多くの方の出席をお願いいた

します。開催日時については、後日ハガキによ

り案内いたします。 

総会開催に伴い、役員の任期満了による役員

の改選が行われます。そこで新たに役員になっ

てもいい！！という方を募集しています。現在、

目に見えるまちづくりが停滞している状況で、

非常に重要で大切な時期に来ています。若い方、

女性の方、役員になってエネルギッシュに明姫

幹線南地区のまちづくりに積極的に参加して

みませんか。「将来のまちづくりのために頑張

ろう」という方、是非とも事務局にご一報くだ

さい。よろしくお願いします。 

 



 

平成２３年度事業報告 

役員会、各部会の開催 

（役員会 5回（うち五役会 3回）、広報部会 2回 開催） 

 

平成２４年度活動計画 

１．まちの将来像実現のための取り組み       

・協定違反物件防止活動               

・市街化調整区域にふさわしいまちづくりの検討 

  

２．まちづくり協議会活動                 

・役員会の開催 

・広報部会開催「みんなのまちづくり」の発行 

・環境管理部会開催「現況調査の実施」 

・行政および関係団体との連携・調整 

 

 ３．その他、まちづくり協議会の目的達成のために 

必要なこと 

 

平成２３年度決算報告                        平成２４年度予算 

 

収入額 ４１８，４０６円 
 

収入額 

４１６，０００円 

支出額 

１０７，６５６円 内訳    繰越金  ３１０，７５０円 

内訳 会議費１１，８６６円、印刷・広報費２０，７０６円  市 助成金 １００，０００円 

通信費５４，０４４円、その他２１，０４０円      広告料、その他 ５，２５０円  

差 引 
３１０，７５０円 

（平成２４年度へ繰越し） 
 支出額 ４１６，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会の運営やまちづくりに関するご質問は、各地区役員及び事務局に遠慮なくお問い合わせ下さい。 

明姫幹線南地区まちづくり協議会 事務局：高砂市まちづくり部まちづくり推進室  

ＴＥＬ：０７９－４４３－９０３３    

ＦＡＸ：０７９－４４３－９０９１    

          e-mail:tact3810@city.takasago.hyogo.jp 

「みんなのまちづくり」への 
広告募集について 

協議会の活動資金を得るため、「みんなのまちづく
り」への広告を募集しています。約 4cm×8cm のサイ
ズで1口（2回掲載）5,000円となっています。この「み
んなのまちづくり」は明姫幹線南地区の地権者等に約
750 部配布しています。「広告を出してもいいかな」と
思われた方は事務局までご一報ください！ 
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

大変遅くなりましたが、平成 24 年 5 月 22 日に行われた役員会で承認、採決された

内容を報告させていただきます 

（広告） 


